
宗
祖
御
遺
文
中
に
於
け
る
開
目
抄
の
地
位
は
今
更
申
す
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
の
重
要
な
御
書
の
真
蹟
が
現
存
し
て
な
い
こ
と
は

誠
に
残
念
な
こ
と
で
、
現
在
我
々
の
使
用
し
て
い
る
御
遺
文
は
、
小
川
泰
道
居
士
、
稲
田
海
素
師
の
努
力
に
よ
る
事
は
周
知
で
こ
れ
ら
の

人
の
御
真
蹟
対
照
記
に
よ
れ
ば
、
明
治
八
年
の
身
延
の
火
災
迄
は
開
目
抄
の
御
真
蹟
は
身
延
に
格
護
さ
れ
て
い
た
こ
と
明
で
あ
り
、
更
に

開
目
抄
研
究
ノ
ー
ト

開
目
抄
研
究
ノ
ー
ト

■■■■■■
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開
目
抄
研
究
ノ
ー
ト

京
都
の
本
満
寺
に
は
、
徳
川
時
代
初
期
の
身
延
二
十
一
世
の
寂
照
院
日
乾
師
が
身
延
在
住
の
呵
り
親
し
く
御
真
蹟
を
親
写
し
た
初
転
本
が

②
③

所
蔵
さ
れ
て
あ
り
、
又
身
延
日
遠
師
と
前
記
の
寂
照
日
乾
師
と
の
共
著
に
よ
る
百
部
摺
本
と
い
う
御
真
蹟
写
本
が
曾
存
し
て
い
た
が
、
こ

れ
ら
の
御
真
蹟
写
本
は
何
れ
も
年
代
が
日
存
聖
人
筆
の
開
目
抄
よ
り
も
新
ら
し
く
、
日
乾
師
が
身
延
在
山
中
に
御
真
蹟
を
拝
写
し
た
の

は
、
慶
長
七
年
か
ら
同
十
九
年
（
西
暦
一
六
○
二
年
’
一
六
一
四
年
）
の
間
で
あ
っ
た
と
推
測
せ
ら
れ
、
又
日
乾
日
遠
両
師
の
共
著
た
る

４

百
部
摺
本
の
刊
行
も
慶
長
十
四
年
（
西
暦
一
六
○
九
年
）
で
大
体
今
よ
り
約
三
百
五
十
余
年
前
で
あ
る
。

こ
れ
に
較
べ
て
日
存
聖
人
筆
の
開
目
抄
に
は
応
永
二
十
三
年
（
西
暦
一
四
一
六
年
）
七
月
十
七
日
の
日
付
あ
り
、
今
よ
り
五
四
九
年
前

の
写
本
で
あ
り
、
日
蓮
大
聖
人
門
下
で
現
存
す
る
開
目
抄
の
写
本
の
中
で
は
、
富
士
日
興
聖
人
の
「
開
目
抄
要
文
」
に
つ
い
で
古
い
も
の

と
拝
さ
れ
ろ
。

⑤

即
ち
富
士
日
興
聖
人
の
「
開
目
抄
要
文
」
に
つ
い
て
は
、
同
派
の
「
富
士
一
跡
門
徒
存
知
事
」
の
中
に

シ
テ
ス
ト

ニ
フ

ノ
ハ

タ
テ
ヲ
セ
ヲ

開
目
抄
一
巻
今
開
為
二
上
下
一
。
佐
土
国
御
作
、
四
条
金
吾
頼
基
賜
日
興
所
持
本
第
二
転
也
、
未
下
以
二
正
本
一
校
上
し
之
。

と
あ
り
、
亦
身
延
第
九
世
日
学
師
の
「
開
目
抄
見
聞
」
に
つ
い
て
は

日
学
に
開
目
・
本
尊
・
撰
時
三
抄
の
祖
書
見
聞
が
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が
、
然
し
こ
れ
は
日
学
以
前
の
貞
和
四
年
（
西
歴
一
三
四

八
年
で
日
学
が
身
延
九
世
に
な
っ
た
の
は
応
永
二
十
九
年
、
西
暦
一
四
一
三
年
で
約
七
十
四
年
前
で
あ
る
。
）
の
成
立
に
係
る
も
の
で

６

そ
れ
が
日
学
の
手
沢
本
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
か
ら
誤
伝
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

と
述
べ
ら
れ
て
い
る
処
か
ら
身
延
五
世
日
台
の
作
で
な
い
か
と
推
測
せ
ら
れ
る
も
尚
考
究
を
要
す

然
し
て
現
在
用
い
ら
れ
て
い
る
縮
刷
御
遺
文
・
類
纂
御
遺
文
・
昭
和
定
本
御
遺
文
等
に
集
録
の
開
目
抄
は
何
れ
も
、
日
乾
日
遠
両
師
の

百
部
摺
本
の
一
部
を
以
て
根
本
と
し
て
刊
行
せ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
今
本
宗
所
蔵
の
日
存
聖
人
筆
古
写
本
の
開
目
抄
と
そ
れ
ら
御
遺

－84－



本
抄
は
す
で
に
古
来
よ
り
本
尊
抄
と
並
び
称
せ
ら
れ
る
大
聖
人
御
遺
文
中
の
二
大
著
述
の
一
つ
で
あ
る
た
め
そ
の
註
釈
、
写
本
は
非
常

に
多
く
資
料
と
し
て
あ
げ
る
と
左
の
如
く
で
あ
る
。

文
集
と
の
相
違
は
す
で
に
本
宗
刊
行
の
主
要
御
書
（
乾
）
開
目
抄
に
明
に
せ
ら
れ
て
あ
り
、
門
祖
日
隆
聖
人
の
開
目
抄
御
文
段
も
此
の
日

存
聖
人
の
古
写
本
を
も
と
と
し
て
御
科
文
遊
ば
さ
れ
た
と
思
う
の
で
あ
る
。
此
の
日
存
聖
人
の
古
写
本
と
日
隆
聖
人
の
御
文
段
に
よ
っ

て
、
近
来
最
も
整
備
さ
れ
た
開
目
抄
講
話
で
あ
る
と
す
る
、
山
川
智
応
博
士
の
「
開
目
抄
講
話
」
に
つ
い
て
論
究
を
試
み
る
も
の
で
ぁ

ア
（
》
○飯

高
檀
林
祖
日
統
師
の
開
目
抄
講
談

身
延
日
意
師
の
開
目
抄
間
書

身
延
日
叙
師
の
開
目
抄
条
筒

房
州
保
田
妙
本
寺
日
要
師
の
開
目
抄
見
聞

身
延
日
朝
師
の
開
目
抄
私
見
間

立
本
寺
日
諦
師
の
開
目
抄
講
談

鎌
倉
妙
本
寺
日
調
師
の
開
目
抄
見
聞

身
延
日
学
師
の
開
目
抄
見
聞

真
間
及
川
宗
明
氏
の
開
目
抄
文
段

身
延
日
台
師
の
開
目
抄
見
聞

白
蓮
阿
闇
梨
日
興
聖
人
の
開
目
抄
要
文

開
目
抄
研
究
ノ
ー
ト

’

’
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安
国
院
日
講
師
の
録
内
啓
蒙
及
び
条
箇

禅
智
日
好
師
の
録
内
拾
遺
、
録
内
扶
老

久
成
院
日
相
師
の
御
害
和
語
式

池
上
本
門
寺
日
尊
師
の
開
目
抄
註
釈

要
法
寺
日
性
師
の
御
書
註
、
御
書
拾

本
国
寺
了
義
日
達
師
の
開
目
抄
講
義

大
石
寺
日
寛
師
の
開
目
抄
文
段

本
興
寺
日
行
師
の
開
目
抄
見
聞

立
正
寺
日
覚
師
の
講
草

本
妙
日
臨
師
の
集
註

優
陀
那
日
輝
師
の
科
文
と
講
録

智
朗
日
賢
師
の
講
録

本
隆
寺
日
修
師
の
開
目
抄
科
文

松
平
左
近
公
源
頼
該
居
士
の
考
察

桓
叡
日
智
師
の
開
目
抄
撮
要

開
目
抄
研
究
ノ
ー
ト

御
書
拾
遺
和
語
記

（
以
上
江
戸
時
代
以
前
）

（
以
上
江
戸
時
代
）
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よ
れ
ば
本
抄
を
大
き
く
分
け
て
、
標
・
釈
・
結

大
文
第
一
総
じ
て
開
目
一
部
の
意
を
標
す

等
註が

坐

の

(7)（6）（5）（4）（3）（2）（1）ろ
0

大
文
第
三
総
じ
て
本
門
奉

開
目
抄
研
究
ノ
ー
ト

大
文
第
二
別
し
て
儒
外
内
の
教
門
を
以
て
能
所
の
巨
益
を
成
ず
る
こ
と
を
釈
す

大
文
第
三
総
じ
て
本
門
要
付
末
法
唱
導
主
師
親
の
開
目
を
結
す

先
づ
本
論
に
於
て
日
隆
聖
人
の
御
文
段
と
山
川
智
応
師
の
文
段
に
よ
っ
て
開
目
抄
の
全
体
的
構
成
を
み
る
に
、
日
隆
聖
人
の
御
指
南
に

れ
ば
本
抄
を
大
き
く
分
け
て
、
標
・
釈
・
結
の
三
段
と
せ
ら
れ
、

清
水
竜
山
師
の
講
義
い

石
川
海
典
師
の
講
義

清
水
梁
山
師
の
御
遺
文
講
義

本
多
日
生
師
の
詳
解

二
、
日
隆
聖
人
の
御
交
段

日
蓮
宗
宗
学
全
番
第
二
巻
興
門
集
一
二
二

執
行
海
秀
著
「
日
蓮
宗
教
学
史
」
八
三
頁

山
川
智
応
氏
「
開
目
抄
講
話
」
よ
り
引
用

執
行
海
秀
著
「
日
蓮
宗

執
行
海
秀
著
「
日
蓮
宗

浅
井
要
麟
著
「
日
並
聖

日
宗
龍
華
年
表
九
七
頁

「
日
蓮
宗
教
学
史
」
一
二
三
頁

「
日
蓮
宗
教
学
史
」
二
一
四
頁

「
日
並
聖
人
教
学
の
研
究
」
六

二

二

頁 六
五
頁

（
以
上
明
治
以
後
）

I

’
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と
御
文
段
さ
れ
、
大
文
碇

一
、
習
学
の
人
に
二
、

と
あ
り
、
そ
の
本
文
は

と
あ
る
。
大
文
第
二
の

儒
外
内
の
教
門
を
以
て
能
所
の
巨
益
を
成
ず
る
こ
と
を
釈
す
。

の
御
科
文
は
分
れ
て
三
と
な
る

と
あ
り
、
そ
の
本
文
は

儒
家
に
は
三
皇
、
五

と
あ
り

と
御
科
文
あ
り
、
そ
の
本
文

ニ
ニ
ハ
月
氏
の
外
道
○
我
弟
子
是
の
如
く
方
便
し
て
衆
生
を
度
す
等
云
云

シ
」
幸
の
、
／

夫
一
切
衆
生
の
尊
敬
す
べ
き
者
三
シ
あ
り
。
所
謂
主
・
師
・
親
こ
れ
な
り
。

又
習
学
す
べ
き
物
三
シ
あ
り
。
所
謂
儒
・
外
・
内
こ
れ
な
り
。

二
、
所
学
の
教
法

二
、
外
道

一
、
儒
家 開

目
抄
研
究
ノ
ー
ト

大
文
第
一
の
御
科
文
は
分
れ
て
二
と
な
り
、

五
帝
○
天
竺
此
の
震
旦
を
指
し
て
彼
と
為
す
等
云
云

㈲
能
化
ロ
所
化

’
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と
あ
り
、
本
文
に

と
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
本
文
は

日
蓮
は
日
本
国
の
諸
人
に
主
師
父
母
也
○
後
生
に
は
大
楽
を
う
ぐ
べ
け
れ
ぱ
大
に
悦
ハ
し
。

と
あ
っ
て
、
全
文
を
大
き
く
標
・
釈
・
結
の
三
段
に
分
れ
更
に
細
か
く
三
三
科
に
分
け
ら
れ
て
あ
る
。

次
で
山
川
氏
の
「
開
目
抄
講
話
」
に
よ
る
と
、
そ
の
文
段
は
本
抄
を
大
き
く
序
分
・
正
宗
分
・
流
通
分
の
三
段
に
分
ら
れ
細
分
す
る
と

二
四
六
科
あ
る
。
即
ち
序
分
段
を
以
て
総
標
と
し
、
そ
の
科
文
に

大
文
第
三
の
御
科
文
は

総
じ
て
本
門
八
品
南
無
妙
法
蓮
華
経
、
三
徳
有
縁
の
久
遠
釈
尊
、
末
法
の
慈
父
上
行
薩
唾
人
界
応
同
主
師
親
の
日
蓮
大
士
の
開
目
を
結

と
あ
り
、

三
、
内
典

と
御
科
文
あ
っ
て
、
そ
の
本
文
は

三
に
は
大
覚
世
尊
は
○
無
慈
詐
親
是
彼
怨
等
云
云

第
一
章
尊
崇
の
本
尊
と
習
学
の
教
義

宗
教
の
二
大
綱
領
を
挙
ぐ

す
0

三
、
山
川
氏
の
文
段

開
目
抄
研
究
ノ
ー
ト

１
１
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正
宗
分
段
を
以
て
通
論
及
び
各
論
第
一
よ
り
第
三
ま
で
と
し
、
そ
の
通
論
の
科
文
を

三
道
の
比
較
と
究
寛
の
本
尊
及
び
教
義
の
帰
結

と
あ
り
、

と
し
、
そ
の
本
文
は

各
論
第
一
の
科
文
と
し
て

一
代
佛
教
の
中
に
広
く
究
寛
の
教
義
を
論
じ
略
し
て
究
寛
の
本
尊
を
示
す

ま
で
で
あ
り
、

一
代
佛
教
の
中

と
あ
り
、
本
文
は

各
論
第
二
の
科
文
と
し
て

ま
で
で
あ
り
、

此
に
日
蓮
案
じ
て
云
く
○
伝
教
大
師
を
ま
ほ
り
給
し
が
ご
と
し
と
お
も
ふ
。

ま
で
で
あ
り
、

と
あ
り
、
そ
の
本
文
は

夫
レ
一
切
衆
生
○
儒
外
内
こ
れ
な
り
。

儒
家
に
は
○
悪
鬼
便
を
得
て
国
す
で
に
破
れ
な
ん
と
す
。

此
に
予
愚
見
を
も
っ
て
○
を
を
く
悪
道
に
堕
く
し
。

末
法
法
華
行
者
の
守
護
に
約
し
て
広
く
究
寛
の
本
尊
を
論
じ
略
し
て
究
寛
の
教
義
に
及
ぶ

開
目
抄
研
究
ノ
ー
ト
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山
川
氏
の
講
話
に
よ
れ
ば
、

ら
な
い
の
に
、

ｊ一
標
・
結
二
文
に
つ
い
て

く

日
隆
聖
人
の
御
指
南
に
よ
る
と
、
総

夫
、
釈
尊
は
娑
婆
に
入
り
○
後
生
に
は
大
楽
を
う
べ
け
れ
ば
、
大
に
悦
し
、
悦
し
。

と
あ
る
。
以
上
に
よ
っ
て
日
隆
聖
人
の
御
文
段
と
山
川
師
の
文
段
に
つ
い
て
の
全
体
的
な
科
文
の
比
較
に
つ
い
て
の
べ
た
の
で
あ
る
。

と
あ
り
、
そ
の
本
文
は
、

流
通
分
を
以
て
総
収
と
し
、
そ
の
科

聖
賢
値
難
の
先
例
と
聖
人
の
法
悦

主
で
で
あ
り
、

各
論
第
三
の
科
文
と
し
て

聖
人
自
ら
末
法
の
法
華
経
の
行
者
現
前
の
主
師
親
た
る
こ
と
を
説
い
て
大
慈
折
伏
自
行
化
他
の
功
徳
を
明
す
。

と
あ
り
、
そ
の
本
文
は

日
蓮
案
じ
て
云
く
、

は
じ
め
の
総
標
た
る
序
分
に

四
、
当
宗
よ
り
見
た
山
川
氏
の
「
開
目
抄
講
話
」
の
批
判

開
目
抄
研
究
ノ
ー
ト

法
華
経
○
且
は
無
漸
な
り
、
且
は
奇
怪
な
り
。

そ
の
科
文
を

総
標
・
別
釈
・
総
結
の
三
段
の
中
序
分
た
る
総
標
と
流
通
分
た
る
総
結
の
内
容
は
同
一

I

で
な
け
れ
ば
な
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最
後
の
結
文
た
る
総
収
の
流
通
段
に
於
て
は

宗
教
の
二
大
綱
領
と
し
て
、
尊
崇
の
本
茎

と
い
う
科
文
に
二
大
綱
領
を
あ
げ
な
が
ら
、

と
科
し
て
標
結
の
首
尾
が
一
貫
し
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
即
ち
本
抄
冒
頭
の
御
文

３

夫
一
切
衆
生
の
尊
敬
す
べ
き
者
三
シ
あ
り
。
所
謂
主
・
師
・
親
こ
れ
な
り
。
又
習
学
す
べ
き
物
三
ヅ
あ
り
。
所
謂
儒
・
外
・
内
こ
れ
な
り
。

い

に
「
宗
教
の
二
大
綱
領
・
尊
崇
の
本
尊
と
習
学
の
教
義
」
と
科
文
せ
ら
れ
、
こ
の
御
文
を
以
て
一
部
の
総
標
と
し
、
「
主
師
親
の
三
徳
」

は
宗
教
の
本
尊
を
指
し
、
「
習
学
の
三
道
」
は
そ
の
教
義
を
指
す
と
せ
ら
れ

一
切
衆
生
の
尊
敬
す
べ
き
も
の
三
シ
あ
り
。
所
謂
主
・
師
・
親
こ
れ
な
り
。

中
、
価
は
倫
理
的
鳥

と
述
べ
ら
れ
て
い
ろ
。

の
御
文
を
二
つ
に
拝
し

一
は
一
切
衆
生
各
個
人
の
尊
敬
す
べ
き
も
の
が
三
つ
あ
る
、
各
人
の
主
君
・
師
匠
・
両
親

⑤

二
は
一
切
衆
生
の
す
べ
て
が
ひ
と
し
く
尊
敬
す
べ
き
も
の
が
三
つ
あ
る
。
そ
れ
は
一
切
衆
生
共
通
の
主
君
・
師
匠
・
両
親

の
二
義
あ
り
、
前
者
は
倫
理
的
思
想
、
後
者
は
宗
教
思
想
に
し
て
、
主
意
は
後
者
に
あ
り
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
儒
・
外
・
内
の
三
道
の

中
、
価
は
倫
理
的
・
外
道
と
内
道
は
宗
教
的
に
明
さ
れ
て
い
る
。

２

聖
賢
値
難
の
先
例
と
聖
人
の
法
悦

こ
れ
に
対
し
て
日
隆
聖
人
の
御
文
段
を
拝
す
る
に
総
標
た
る

夫
一
切
衆
生
○
所
謂
怖
外
内
こ
れ
な
り
。

開
目
抄
研
究
ノ
ー
ト

尊
崇
の
本
尊
と
習
学
の
教
義
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と
御
科
文
あ
り
、
こ
れ
を
図
示
す
る
と

に
対
し

と
な
り
、
総
結
た
る
本
文

６

の
本
門
に
対
し
「
総
じ
て
開
目
一
部
の
意
を
標
す
習
学
の
人
に
二
、
能
化
所
化
所
学
の
教
法
‐
｜
と
御
科
文
あ
り
、
こ
れ
を
図
示
す
る
と

総
結
Ｉ

ｊ７ｉ
す
。 惣
じ
て
本
門
八
品
南
無
妙
法
蓮
華
経
・
三
徳
有
縁
の
久
遠
釈
尊
・
末
法
の
慈
父
上
行
薩
唾
人
界
応
同
主
師
親
の
日
蓮
大
士
の
開
目
を
結

日
蓮
は
日
本
国
の
諸
人
に
主
師
父
母
也
○
大
に
悦
ハ
し

総
標
Ｉ

’
三
徳
有
縁
久
遠
釈
尊
Ｉ
，
ｌ
ｌ
ｌ
ｉ
‐
！
‐
‐
ｌ
ｉ
能
化
１
本
門
佛
宝
１

６

末
法
慈
父
上
行
薩
唾

１
人
界
応
同
主
師
親
日
蓮
大
士
ｌ
菩
薩
’
一
Ⅱ
蛙
楴
確
壼
川
嘩
郵
馴
削
剛
Ｕ
Ｉ
所
化
１
本
門
の
僧
宝
Ｉ

開
目
抄
研
究
ノ
ー
ト

Ｉ
職
撫
劉
刺
蕊
濁
Ｕ

ｌ
所
学
の
教
法
ｌ
ｎ
癖
詠
い
識
岨
一
癖
唖
殿
Ⅱ
鯏
岬
岬
酔
蓮
華
経

（
所
覚
）

（
能
覚
）

ｌ
習
学
の
人
Ｉ
一
切
衆
生
の
所
敬
の
対
象
即
ち
主
師
親
三
徳
の
人
、
本
佛
、
木
化
、
日
蓮
大
聖
人

主
・
師
．
親
１
－
１
能
化
ｌ
本
佛
Ｉ
釈
尊

－
１
所
化
１
本
化
Ｉ
上
行
菩
薩
・
日
蓮
大
聖
人

１
１
本
門
の
法
宝
ｌ
所
学
の
教
法

ｌ
習
学
の
人
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更
に
総
標
の
文
に
つ
い
て
み
る
に

と
な
っ
て
総
標
と
総
結
は
首
尾
一
貫
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
、
一
切
衆
生
共
通
の
尊
敬
す
べ
き
主
師
親

の
一
弓
に
分
け
ら
れ
、
前
者
を
倫
理
的
思
想
、
後
者
を
宗
教
的
思
想
で
あ
り
、
正
意
は
後
者
に
あ
る
と
さ
れ
て

今
こ
の
「
開
目
抄
」
は
、
一
切
衆
生
各
自
の
主
・
師
・
親
の
尊
敬
を
教
へ
る
た
め
に
書
か
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
盲
ひ
た
る
衆
生
の
目

を
開
か
せ
て
、
一
切
衆
生
共
通
の
主
・
師
・
親
を
お
ら
ば
さ
れ
る
の
が
目
的
で
あ
る
か
ら
主
意
は
後
者
に
あ
る
。
而
も
そ
の
宗
教
思
想

が
、
倫
理
的
の
主
・
師
・
親
の
尊
敬
か
ら
は
じ
ま
っ
て
い
る
の
は
、
聖
人
の
宗
教
が
倫
理
的
宗
教
た
る
好
証
左
で
あ
る
。
そ
し
て
橘
．

８

外
・
内
の
三
道
の
内
・
冊
は
倫
理
的
・
外
道
と
内
道
は
宗
教
的
に
明
さ
れ
て
い
る
。

と
の
べ
ら
れ
て
い
る
が
、

と
さ
れ

と
さ
れ
て
あ
る
。

山
川
氏
は
単
に
尊
崇
の
本
尊
と
習
学
の
教
義
と
い
う
総
標
を
挙
げ
ら
れ
な
が
ら
、
そ
の
本
文
を

一
、

一
一
、当

宗
よ
り
こ
の
総
標
の
文
に
つ
い
て
み
る
と
、
日
隆
聖
人
は
御
科
文
遊
ば
さ
れ
て

９

総
じ
て
開
目
一
部
の
意
を
標
す
、
分
れ
て
二
と
為
す
。

一
、

一
一
、

習
学
の
人
に
二
、
Ｈ
、
能
化
ｑ
、
所
化

０

所
学
の
教
法

一
切
衆
生
各
人
が
尊
敬
す
べ
き
主
師
親

開
目
抄
研
究
ノ
ー
ト
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法
を
明
確
に
御
指
南
さ
れ
て
い
る
。

故
に
本
文
の

伽

夫
れ
一
切
衆
生
の
尊
敬
す
べ
き
も
の
三
シ
あ
り
。
所
謂
主
・
師
・
親
こ
れ
な
り

の
．
切
衆
生
」
と
は
能
敬
の
我
々
で
あ
り
、
「
主
師
親
」
と
は
所
敬
の
人
と
教
法
、
即
ち
我
々
一
切
衆
生
の
尊
敬
の
対
象
た
る
主
師
親

三
徳
の
教
法
と
人
を
指
す
の
で
あ
る
か
ら
、
山
川
氏
の
述
べ
る
如
き
単
な
る
一
切
衆
生
共
通
の
主
師
親
即
ち
宗
教
の
本
尊
、
教
義
で
は
な

く
、
我
々
一
切
衆
生
尊
敬
の
対
象
た
る
主
師
親
三
徳
の
人
に
能
化
、
所
化
即
ち
本
佛
、
本
化
と
人
界
応
同
の
日
蓮
大
聖
人
と
三
徳
の
教
と

註

(9)（8）（7）（6）（5）（4）（3）（2）（1）

今
御
科
文
に
あ
る
「
習
学
の
人
」
と
い
う
の
に
「
能
学
の
人
」
と
、
「
所
学
の
対
象
」
の
二
あ
り
、
「
能
学
の
人
」
と
は
主
師
親
を
尊

敬
す
る
一
切
衆
生
で
あ
り
、
「
所
学
の
対
象
」
と
は
一
切
衆
生
尊
敬
の
対
象
た
る
主
師
親
に
於
て
「
能
化
」
、
「
所
化
」
の
別
あ
る
こ

と
を
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
故
に
御
科
文
に
あ
る
「
習
学
の
人
」
と
は
学
ぶ
人
と
い
う
意
味
で
な
く
、
一
切
衆
生
の
尊
敬
す
る
人
を
現

わ
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

開
目
抄
研
究
ノ
ー
ト

主
要
御
番
（
乾
）
九
一
頁

山
川
智
応
氏
開
目
抄
講
話

主
要
御
番
（
乾
）
一
頁

山
川
智
応
氏
開
目
抄

山
川
智
応
氏
開
目
抄

主
要
御
替
（
乾
）
一
頁

山
川
智
応
氏
開
目
抄

山
川
智
応
氏
開
目
抄

主
要
御
書
（
乾
）
一
頁

開
目
抄
講
話

開
目
抄
講
話

開
目
抄
講
話

開
目
抄
講
話

九
一
頁

五
一
九
頁

九
三
頁

九
一
頁

九
二
頁

－95－



文
を但

し
此
経
に
二
箇
の
大
事
あ
り
。

と
さ
れ
、
こ
の
本
文
に
科
文
し
て

壬
と
坐
め
い
／
、 く

次
に
開
目
抄
に
と
か
れ
て
い
る
五
重
相
待
の
教
判
の
中
、
山
川
氏
の
説
に
よ
る
本
迩
相
待
と
教
観
相
待
に
つ
い
て
述
べ
る
に
、
そ
の
依

《
ソ
］

教
義
を
明
す
に
本
迩
相
待
し
教
観
相
待
す

「
此
経
に
二
筒
の
大
事
あ
り
以
下
愉
に
盗
で
自
宗
の
骨
目
と
せ
り
」
ま
で
は
、
二
乗
作
佛
と
久
遠
実
成
と
い
う
本
迩
の
両
法
門
を
あ
げ

て
、
法
華
経
の
教
義
は
、
小
乗
、
権
大
乗
に
な
き
と
こ
ろ
な
る
を
示
し
、
華
厳
、
真
言
両
宗
が
そ
の
教
義
を
愉
盗
し
た
ろ
を
説
き
、
「
此

経
に
二
箇
の
大
事
あ
り
」
と
は
、
二
乗
作
佛
は
迩
門
の
法
門
、
久
遠
実
成
は
本
門
の
法
門
で
こ
れ
即
ち
本
迩
相
待
の
菫
で
あ
り
、
．

念
三
千
の
法
門
以
下
但
我
が
天
台
智
者
の
み
こ
れ
を
い
だ
け
り
」
に
は
教
義
の
名
を
挙
げ
て
一
念
三
千
は
寿
堂
品
の
文
底
に
溌
在
せ
る

こ
と
を
明
し
て
佛
教
の
真
実
究
克
の
教
義
は
法
華
経
の
み
に
存
在
す
る
こ
と
を
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

．
念
三
千
の
法
門
は
、
但
法
華
経
の
本
門
寿
量
品
の
文
の
底
に
し
づ
め
た
り
」
と
は
謂
ゆ
る
文
底
秘
沈
で
、
一
念
三
千
の
法
門
は
観

心
の
法
門
、
本
門
寿
量
品
の
文
は
本
門
の
教
相
だ
か
ら
、
こ
れ
は
教
観
相
待
の
軍
で
あ
る
。

か
く
て
佛
陀
の
究
克
経
典
は
法
華
経
で
、
そ
の
法
華
経
の
説
く
究
克
教
義
は
一
念
三
千
と
定
め
こ
こ
に
究
寛
の
教
義
が
定
ま
る
と
共

unmｊ二
本
迩
、
教
観
相
待
に
つ
い
て

開
目
抄
研
究
ノ
ー
ト

右
同
じ

右
同
じ

○
但
我
が
天
台
智
者
の
み
、

１１ｌ

こ
れ
を
い
だ
け
り
。
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と
あ
り
亦
身
延
第
廿
一
世
日
乾
聖
人
の
開
目
抄
に
も

日
存
聖
人
の
古
写
本
開
目
抄
を
拝
す
る
と
同
抄
に
は
は
っ
き
り
と

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、

戸
へ
Ｕ

但
此
経
二
二
十
ノ
大
事
ア
リ

４

但
シ
此
ノ
経
二
二
十
ノ
大
事
ア
リ

す
る
と
「
二
十
」
か
「
二
筒
」
か
は
以
前
か
ら
の
宿
疑
で
あ
る
の
だ
か
ら
心
ず
対
照
し
た
と
思
は
れ
る
。
と
こ
ろ
が
「
遺
文
録
」
の
本

文
は
「
二
箇
の
大
事
」
と
か
き
な
が
ら
「
簡
」
の
字
の
左
傍
へ
、
の
符
号
が
あ
る
。
こ
れ
は
真
蹟
の
御
文
字
を
一
時
草
卒
の
際
の
御
誤

筆
な
り
と
い
う
風
に
考
察
し
て
、
改
め
た
と
こ
ろ
に
多
く
あ
る
符
号
だ
か
ら
、
こ
こ
も
そ
の
意
味
で
改
め
た
も
の
か
と
推
せ
ら
る
る
と

す
れ
ば
、
御
真
蹟
は
「
二
十
の
大
事
」
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
若
し
そ
う
す
る
と
「
本
迩
相
対
」
の
意
を
な
さ
ぬ
よ
う
だ
が
。
一
十
の
大

事
」
と
し
て
も
そ
れ
は
妙
楽
大
師
の
十
墜
歎
と
い
う
も
の
で
、
第
一
第
二
に
二
乗
作
佛
と
久
遠
実
成
が
数
へ
ら
れ
「
本
迩
の
事
の
希
な

３

る
、
諸
教
に
説
か
ず
」
と
結
ん
で
い
る
か
ら
本
迩
相
対
と
み
て
も
、
決
し
て
索
強
の
解
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

に
、
そ
の
究
克
教
義
を
説
き
た
る
寿
量
品
の
釈
尊
は
究
寛
の
本
尊
で
あ
る
こ
と
が
自
づ
か
ら
顕
ば
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

此
の
御
本
文
．
一
個
の
大
事
あ
り
」
の
御
真
蹟
は
或
は
「
二
十
の
大
事
あ
り
」
で
あ
っ
た
か
の
如
く
に
思
は
れ
る
。
そ
れ
は
本
紗
の
御

真
蹟
ば
明
治
八
年
に
身
延
山
で
祝
融
の
災
に
遭
っ
た
の
だ
が
、
幸
に
京
都
本
山
本
満
寺
に
寂
照
院
日
乾
師
が
身
延
在
山
の
剛
に
親
く
御

真
蹟
を
真
写
し
た
初
転
本
が
存
在
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
明
に
「
二
十
の
大
事
あ
り
」
と
あ
る
相
で
、
稲
田
氏
の
「
日
蓮
聖
人
全
集
」

に
そ
の
旨
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
小
川
泰
道
居
士
は
明
治
五
年
本
抄
の
御
真
蹟
を
身
延
山
で
拝
見
を
許
さ
る
ろ
と
共
に
、
か
ね
て
不
審

の
と
こ
ろ
は
こ
れ
を
対
照
し
た
と
あ
る
。

開
目
抄
研
究
ノ
ー
ト

’

’
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目
抄
講
話
に
あ
る

開
目
抄
研
究
ノ
ー
ト

と
あ
る
の
を
拝
し
て
も
、
宗
祖
大
聖
人
の
曾
存
せ
る
開
目
抄
に
は
「
二
十
の
大
事
」
と
遊
ば
さ
れ
て
あ
っ
た
に
相
違
な
く
、
山
川
氏
の
開

の
文
の
解
説
の
個
処
で

「
二
十
」
か
「
二
個
」
か
は
以
前
か
ら
の
宿
疑
で
あ
る
の
だ
か
ら
必
ず
対
照
し
た
と
思
は
れ
る
。
と
こ
ろ
が
「
遺
文
録
」
の
本
文
ば

コ
ー
箇
の
大
事
」
と
か
き
な
が
ら
「
箇
」
の
字
の
左
傍
へ
□
の
符
号
が
あ
る
。
こ
れ
は
御
真
蹟
の
文
字
を
一
時
草
卒
の
際
の
御
誤
筆
な

６

り
と
い
う
風
に
考
察
し
て
改
め
た
処
に
多
く
あ
る
符
号
だ
か
ら
こ
こ
も
そ
の
意
味
で
改
め
た
も
の
か
と
推
せ
ら
る
る

と
述
べ
て
お
ら
れ
る
が
、
日
存
聖
人
の
開
目
抄
、
日
乾
聖
人
の
開
目
抄
に
は
何
れ
も
。
一
十
ノ
大
事
」
と
遊
ば
さ
れ
て
あ
る
の
を
拝
し
て

も
此
の
処
は
。
一
十
ノ
大
事
」
と
す
る
の
が
正
し
い
と
拝
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
山
川
氏
の
説
に
よ
る
と
、
本
迩
相
対
の
依
文
と
し
て
前
引
の

但
し
此
経
に
二
簡
の
大
事
あ
り
以
下
楡
に
盗
で
自
宗
の
骨
目
と
せ
り

ま
で
の
文
を
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
当
宗
よ
り
此
の
文
を
判
ず
ろ
な
れ
ば
こ
れ
は
権
実
相
対
の
依
文
に
し
て
、
爾
前
諸
経
は
権
教
、
法
華

経
は
実
教
な
ろ
事
を
表
す
た
め
三
徳
の
教
法
と
し
て
の
二
箇
の
大
事
、
一
念
三
千
の
教
観
二
門
の
要
義
を
出
し
そ
の
勝
劣
を
判
じ
ら
れ
た

も
の
で
、
此
の
御
文
に
述
べ
る
処
は
、
迩
門
正
宗
八
品
に
顕
説
せ
る
二
乗
作
佛
と
、
本
門
正
宗
の
涌
出
寿
量
に
開
顕
せ
る
久
遠
実
成
で
あ

り
、
此
の
二
乗
作
佛
と
久
遠
実
成
に
よ
っ
て
十
界
皆
成
を
顕
し
こ
の
十
界
皆
成
の
原
理
と
な
る
も
の
が
一
念
三
千
の
教
理
で
あ
り
、
迩
門

の
二
乗
作
佛
の
原
理
と
し
て
一
念
三
千
を
方
便
品
に
十
如
実
相
と
し
て
説
き
、
本
門
に
於
て
ば
寿
埜
品
に
て
六
句
知
見
の
実
相
と
し
て
説

い
て
爾
前
前
四
味
諸
経
と
法
華
経
の
権
実
の
勝
劣
を
判
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
故
に
方
便
品
の
十
如
実
相
寿
量
品
の
六
句
実
相
も
通
中
之

但
し
此
経
Ｅ
一
箇
の
大
事
あ
り
云
云
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ず
開
目
抄
の

本
の
実
相
に
し
て
、
久
成
本
佛
と
い
う
も
未
だ
本
地
の
久
成
本
佛
で
な
く
法
身
、
理
久
遠
の
所
依
上
の
本
佛
所
注
の
法
理
な
る
故
ど
う
し

て
山
川
師
の
如
く
こ
の
文
を
以
て
本
迩
相
対
・
教
観
相
対
と
い
う
こ
と
は
言
え
な
い
の
で
あ
る
〃
既
に
法
義
を
学
ぶ
方
な
ら
御
存
知
の
如

く
教
相
・
観
心
は
相
対
す
べ
き
も
の
で
な
く
、
相
応
す
べ
き
も
の
な
の
で
あ
る
。
然
る
に
山
川
氏
や
日
蓮
宗
の
人
々
は
開
目
抄
五
重
相
対

に
於
て
必
ず
第
五
重
相
対
を
種
脱
相
対
と
せ
ず
に
教
観
相
対
と
し
そ
の
引
文
と
し
て
前
出
の
「
但
し
此
経
に
二
筒
の
大
事
あ
り
以
下
寿
量

品
の
文
の
底
に
沈
め
た
り
云
一
こ
の
文
を
以
て
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
此
の
文
は
二
乗
作
佛
、
一
念
三
千
の
教
観
二
門
は
天
台
大
師
が
は
じ

め
て
こ
れ
を
内
観
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
処
の
文
な
の
で
あ
る
。

従
っ
て
こ
の
文
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
一
念
三
千
は
当
宗
よ
り
す
れ
ば
前
述
の
如
く
一
経
三
段
の
法
華
経
に
し
て
正
宗
の
中
に
本
門
迩
門
を

摂
し
本
門
に
は
六
句
実
相
を
説
き
迩
門
に
は
十
如
実
相
を
説
き
、
六
句
知
見
の
実
相
は
十
如
に
同
じ
、
能
証
の
人
に
於
て
は
迩
門
に
て
は

二
乗
、
本
門
に
て
は
佛
と
相
異
す
る
が
、
所
証
の
理
は
同
じ
く
中
道
実
相
に
し
て
一
部
悉
く
迩
門
法
華
経
と
な
る
の
で
あ
る
。

従
っ
て
二
箇
の
大
事
、
一
念
三
千
に
つ
い
て
も
迩
門
法
華
経
と
本
門
法
華
経
に
よ
る
二
つ
の
立
場
の
あ
る
こ
と
を
山
川
氏
は
明
に
せ
ら
れ

の
文
を
解
説
さ
れ
て

十
界
互
具
は
二
乗
作
佛
に
よ
っ
て
定
ま
り
、
そ
の
二
乗
作
佛
し
て
十
法
界
潭
然
た
る
一
大
法
界
、
一
大
実
相
の
世
界
と
な
る
の
が
方
便

品
の
謂
ゅ
ろ
「
諸
法
実
相
」
で
そ
の
諸
法
即
十
界
が
、
十
界
で
あ
り
得
る
所
以
の
法
則
と
し
て
「
如
是
相
」
乃
至
「
如
是
本
末
究
寛
等
」

の
十
如
是
が
説
か
れ
た
の
で
十
界
互
具
百
界
千
如
は
既
に
そ
こ
に
成
立
す
る
。
亦
同
品
（
方
便
品
）
に
「
此
の
法
法
位
に
住
し
て
世
間

の
相
常
住
な
り
」
と
あ
り
「
如
是
大
果
報
、
種
々
性
相
の
義
」
と
も
あ
る
か
ら
衆
生
五
穂
と
国
土
の
三
世
間
あ
る
こ
と
も
当
然
で
一
念

迩
門
方
便
品
は
一
念
三
千
、
二
乗
作
佛
以
下
本
因
本
果
の
法
門
也
。

開
目
抄
研
究
ノ
ー
ト
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